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～流れではバイデン氏優勢に～

初めに

来年は米国で大統領選挙が行われます。言うまでもなく、世界で最も重要な選挙です。今回
は、来年11月5日の決戦まで1年を切ったこの選挙についてコメントします。

米大統領選と私

前回の米大統領選では現職のトランプ氏の再選を見込む方が多かったと思いますが、実際に
は大方の予想を裏切り、民主党候補のバイデン氏が勝利しました。私はちょうど西村証券に入
社したばかりだったことを覚えています。バイデン勝利を的中させたことは、当時の私にとっ
て良いアピールになったのではないかと自負しています。

勝ち抜くのは誰？

共和党候補はトランプ前大統領が有力とされています。フロリダ州知事のデサンティス氏や
主要候補のうち唯一女性の元国連大使ヘイリー氏などが続いていますが、いずれも彼に大きく
水をあけられている状況です。トランプ氏は複数の刑事事件で起訴され民事訴訟も抱えながら
も意に介さず、MAGA(Make Amerika Great Again)をスローガンに候補者選びの先頭を走って
います。対する民主党では、バイデン氏の選出が確実とされています。無所属ではジョン・
F・ケネディ元大統領の甥、ロバート・ケネディJr氏が立候補を表明しました。

また、経済界からは前回の大統領選に引き続き、JPモルガンのCEOで、以前当レポートでも
紹介したジェームズ・ダイモン氏の出馬が噂されました。「アメリカの良心」と称されるダイ
モン氏は見識の高い方であり、その経営手腕は高く、また、東日本大震災の際に多くの外国人
経営者が日本から退去する中、いち早く来日し、日本は大丈夫だと世界にアピールしてくれま
した。今回は出馬されないようですが、次回2028年の大統領選には是非出馬して欲しいと期待
しています。

バイデン氏の外交政策

幾多の候補者が名乗りを上げていますが、前回と同じくバイデン氏vsトランプ氏の戦いにな
るとの見方が多いようです。バイデン氏の外交政策の成功例としては、サウジアラビア皇太子
と原油増産の交渉にこぎつけたことです。現在はイスラエル・パレスチナ紛争で進展していな
い模様ですが、紛争が落ち着けば原油の増産が期待できると思います。また、対中国では、来
週サンフランシスコで開催されるAPECで習近平国家主席と首脳会談を予定し、対中強硬路線
の緩和を図るなどとしています。中国経済が勢いをなくしているこの場面での首脳会談は、バ
イデン氏にポイントになると思います。そんな中、ウクライナ戦争は膠着状態が続き、中東の
紛争も解決の糸口が見えない状況です。

（裏面へ続く）
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内政では民主党がリード

一方、国内では、問題となっていた学資ローンの免除など負担軽減に向けて様々な措置を講
じています。人工妊娠中絶問題では、中絶の権利擁護の声の高まりが民主党の追い風になって
います。また、経済では金融機関の破綻やインフレが問題となりましたが、最近では落ち着い
てきたようです。ここまでバイデン氏の大統領としての実績を見てきましたが、自分は合格点
と思っています。来年の大統領選では、相手が誰でもバイデン氏勝利の可能性が高いと私は見
ています。


